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平
成
25
年
度
前
期
技
能
検
定
「
内
装
仕
上
げ
施
工
≪
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
床
仕
上
げ
工
事
作
業
≫
・
表
装
≪
壁
装
作
業
≫
」

実
技
試
験
が
8
月
4
日
広
島
市
中
区
の
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
広
島
で
実
施
さ
れ
た
。

　

平
成
25
年
9
月
26
日
東
京
都
千
代
田
区
の
霞
が
関
ビ
ル
「
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
Ｂ
Ｃ
」
に
お
い
て
「
第
3
回
社
会
保
険
未
加

入
対
策
推
進
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
、
建
設
業
関
係
登
録
団
体
72
団
体
、
そ
の
他
建
設
業
関
係
団
体
10
団
体
が
出
席
し
た
。

　

建
設
産
業
に
お
い
て
は
、
昨
年
5
月
に
「
社
会
保
険
未
加
入
対
策
推
進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
行
政
・
発
注
者
・

元
請
企
業
・
下
請
企
業
・
建
設
労
働
者
の
業
界
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
総
合
的
か
つ
継
続
的
に
社
会
保
険
等
未
加
入
対
策

を
推
進
し
て
い
る
。

　

今
年
度
の
受
験
者
は
内
装

仕
上
げ
施
工
≪
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
系
床
仕
上
げ
工
事
作
業
≫

1
級
が
4
名
（
広
装
協
関
係

2
名
）・
2
級
が
2
名
（
広

装
協
関
係
1
名
）、
≪
木
質

系
床
仕
上
げ
工
事
作
業
≫
1

級
が
5
名
（
広
装
協
関
係
5

名
）、
表
装
≪
壁
装
作
業
≫

1
級
が
6
名
（
広
装
協
関
係

5
名
）
が
挑
戦
し
た
。

　

合
格
者
は
内
装
仕
上
げ
施

工
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
床
仕

上
げ
工
事
作
業
」1
級
に
2
名

≪
う
ち
広
装
協
関
係
1
名
≫

（
合
格
率
50
％
）、「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
系
床
仕
上
げ
工
事
作

業
」
2
級
に
2
名
≪
う
ち
広

装
協
関
係
1
名
≫
（
合
格
率

50
％
）、「
木
質
系
床
仕
上
げ

工
事
作
業
」1
級
が
5
名
≪
う

ち
広
装
協
関
係
5
名
≫
（
合

格
率
１
０
０
％
）、表
装
「
壁

装
作
業
」1
級
に
3
名
≪
う

ち
広
装
協
関
係
2
名
≫
（
合

格
率
50
％
）が
合
格
し
た
。

　

9
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た

「
第
3
回
社
会
保
険
未
加
入

対
策
推
進
協
議
会
」
に
は
日

装
連
も
出
席
し
て
お
り
①
加

入
促
進
計
画
に
係
る
各
団
体

の
取
組
状
況
に
つ
い
て
、
②

標
準
見
積
書
の
登
録
状
況
等

各
団
体
の
現
在
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
、
③
標
準
見

プラ床仕上げ工事作業 1級　＜敬称略＞

氏　　名 所属事業所名

吉　口　泰　史 ㈲ヨシグチ

プラ床仕上げ工事作業 2級　＜敬称略＞

氏　　名 所属事業所名

藤　井　秀　紀 ㈲ふじい

木質床仕上げ工事作業 1級　＜敬称略＞

氏　　名 所属事業所名

大　野　　　修 ㈲ウッドライン

薮　本　　　勧 ㈲ウッドライン

住　田　道　秀 ㈲ウッドライン

増　野　寿　実 ㈲ウッドライン

神　田　実　則 ㈲ウッドライン

壁装作業 1級	 ＜敬称略＞

氏　　名 所属事業所名

久　門　一　義 貴装工

日　高　　　健 貴装工

技能検定合格者

積
書
の
一
斉
活
用
開
始
に
係

る
申
し
合
わ
せ
に
つ
い
て
、

な
ど
協
議
さ
れ
た
。

　
「
社
会
保
険
未
加
入
対
策

推
進
中
国
地
方
協
議
会
（
第

2
回
）」
の
開
催
が
10
月
25

日
（
金
）
に
予
定
さ
れ
て
お

り
、
①
加
入
促
進
計
画
に
係

る
各
団
体
の
取
組
状
況
に
つ

い
て
、
②
標
準
見
積
書
の
各

団
体
の
取
り
組
み
状
況
等
に

つ
い
て
、
③
社
会
保
険
未
加

入
問
題
へ
の
行
政
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
④
標
準
見
積

書
の
一
斉
活
用
開
始
に
係
る

申
し
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
な

ど
協
議
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。



　

無　
　

題
組
合
・
副
理
事
長　

黒　

田　
　
　

明

春
夏
秋
冬 

春
夏
秋
冬 

事
業
所
の
危
機
管
理
に
は
万
全
を
期
し
て
‼

事
業
所
の
危
機
管
理
に
は
万
全
を
期
し
て
‼

共
済
制
度

『
ま
か
せ
ん
さ
い
』
の
ご
案
内

共
済
制
度

『
ま
か
せ
ん
さ
い
』
の
ご
案
内
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暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
と
は
よ
く

言
っ
た
も
の
で
近
頃
は
、
朝
晩
、
少
し

は
す
ご
し
や
す
く
な
っ
た
感
じ
で
す
。

少
し
前
ま
で
は
、
昼
間
は
も
ち
ろ
ん
、

夜
間
も
熱
帯
夜
と
い
う
こ
と
で
、
一
日

中
暑
い
と
い
う
毎
日
が
続
い
て
い
て
も

う
体
が
持
た
な
い
と
い
う
感
じ
で
し

た
。
そ
れ
く
ら
い
に
最
近
の
異
常
気
象

と
い
わ
れ
る
現
象
は
、
あ
ま
り
に
も
度

が
過
ぎ
る
と
い
う
か
極
端
す
ぎ
る
よ
う

に
思
え
ま
す
。
そ
れ
に
、集
中
豪
雨
や
、

竜
巻
の
発
生
が
多
く
な
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
油
断
を
し
て
い
る
所
に
こ

れ
で
も
か
と
い
う
く
ら
い
に
襲
っ
て
く

る
自
然
の
猛
威
に
人
と
い
う
生
き
物
が

右
往
左
往
さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
じ
で

す
。
そ
ん
な
中
で
人
は
、
自
然
の
中
に

神
を
感
じ
、
畏
れ
、
崇
め
奉
っ
て
き
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

先
日
、
ボ
イ
ジ
ャ
ー
１
号
が
、
36
年

を
か
け
て
や
っ
と
太
陽
系
宇
宙
の
外
に

出
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ま
だ
そ
の
先
へ
進
ん
で

行
く
と
聞
き
ま
し
た
。
私
の
頭
の
中
で

は
余
り
に
も
広
大
す
ぎ
て
想
像
も
つ
か

な
い
世
界
で
す
。
そ
ん
な
中
で
、
人
と

い
う
も
の
の
存
在
は
い
っ
た
い
ど
う
い

う
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
と
、
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
広
い
世
界
の
中

で
、そ
し
て
、何
億
と
い
う
人
が
い
る
。

今
、
身
近
に
い
る
人
と
の
出
会
い
は
、

一
言
で
言
え
ば
、
縁
と
い
う
も
の
で

し
ょ
う
か
。
普
通
に
考
え
る
と
出
会
っ

て
い
な
く
て
も
お
か
し
く
な
い
人
な
の

に
今
こ
う
し
て
話
を
し
て
い
る
こ
と

が
、
不
思
議
と
い
え
ば
不
思
議
な
こ
と

で
す
。

　

今
年
、
長
い
歴
史
を
持
つ
出
雲
大
社

は
平
成
の
大
遷
宮
と
い
う
こ
と
で
、
参

拝
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
縁
結
び
の
神

様
に
、
よ
き
人
と
の
縁
が
あ
り
ま
す
よ

う
に
と
。
結
婚
相
手
と
い
う
わ
け
で
な

く
、
家
族
と
の
縁
、
仕
事
で
お
会
い
す

る
人
と
の
縁
、
仕
事
以
外
で
も
何
気
な

く
交
わ
し
た
会
話
で
心
安
ら
ぐ
人
と
の

縁
。
い
ろ
ん
な
い
い
人
と
の
縁
に
巡
り

合
い
た
い
も
の
で
す
。
た
と
え
ひ
と
時

だ
け
の
出
会
い
で
あ
っ
た
と
し
て
も
。

　
「
就
業
中
保
障
型
」
の
特

徴
は
、
①
企
業
と
し
て
最
低

限
必
要
な
就
業
中
・
通
勤
途

上
の
事
故
に
よ
る
ケ
ガ
を

し
っ
か
り
保
障
し
ま
す
。
②

就
業
中
に
特
化
し
た
保
障
だ

か
ら
割
安
な
掛
け
金
を
実
現

し
て
お
り
ま
す
。
③
共
済
金

は
ご
契
約
者
様
へ
お
支
払
い

し
ま
す
。
④
労
災
認
定
や
他

の
保
険
（
共
済
）
に
関
係
な

く
支
払
い
さ
れ
ま
す
。
⑤
掛

金
は
全
額
損
金
算
入
で
き
ま

す
。

　
「
24
時
間
保
障
型
」
の
特

徴
は
、
充
実
の
24
時
間
保
障

で
す
か
ら
就
業
中
は
も
ち
ろ

ん
休
日
の
レ
ジ
ャ
ー
ま
で
、

皆
様
の
万
一
を
し
っ
か
り
お

守
り
す
る
頼
れ
る
共
済
制
度

で
す
。

　

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ

せ
は
組
合
事
務
局
へ
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
、
広
島
県
中

小
企
業
共
済
協
同
組
合
の
担

当
者
が
対
応
に
お
伺
い
し
ま

す
。

　

組
合
で
は
、
事
業
所
の
業
務
遂
行
に
関
わ
る
賠
償
リ
ス
ク
・
福
利
厚
生
や
リ
ス
ク
管
理
面
か
ら
制
度
商
品
や
共
済
制
度
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

上
手
に
活
用
し
て
事
業
所
の
危
機
管
理
に
万
全
を
期
し
て
く
だ
さ
い
。

　

広
島
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
が
会
員
組
合
及
び
傘
下
組

合
員
に
お
い
て
福
利
厚
生
や
リ
ス
ク
管
理
等
の
更
な
る
充
実

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
就
業
中
保
障
型
」
と
「
24
時
間
保

障
型
」
の
傷
害
共
済
を
開
発
し
、
広
島
県
中
小
企
業
共
済
協

同
組
合
と
共
同
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

広
装
協
の『
業
務
災
害
補
償
制
度
』

の
ご
案
内
と
加
入
の
お
す
す
め
！

　

組
合
で
は
組
合
員
皆
様
の

福
利
厚
生
対
策
お
よ
び
企
業

防
衛
策
の
一
環
と
し
て
、
Ａ

Ｉ
Ｕ
損
害
保
険
会
社
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
独
自
の
『
業
務

『
日
装
連
専
用
賠
償
補
償
制
度
』
ス
タ
ー
ズ
と
「
内
装

工
事
総
合
プ
ラ
ン
」
ご
加
入
の
ご
案
内
！

　

日
装
連
が
開
発
し
た
『
日
装
連
専
用
賠
償
補
償
制
度
』
商
品
ス
タ
ー
ズ
（ST

A
R
S

）
と
組
合
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
制
度
商
品

と
し
て
、
Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保
険
会
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
「
内
装
工
事
総
合
プ
ラ
ン
」
を
開
発
し
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

り
ま
せ
ん
。

⑤	

日
装
連
・
組
合
の
制
度
商

品
の
た
め
、
掛
金
（
保
険

料
）
は
割
安
で
す
。

⑥	

掛
金
（
保
険
料
）
は
全
額

損
金
処
理
で
き
ま
す
。

⑦	

事
故
時
の
対
応
は
、
Ａ
Ｉ

Ｕ
損
害
保
険
会
社
損
害

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
が
、
会

員
個
別
に
相
談
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

≪
Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保
険

会
社
広
島
支
店
推
進

担
当
代
理
店
≫

　

推
進
に
当
た
っ
て
は
、
推

進
担
当
代
理
店
が
エ
リ
ア
単

位
で
伺
い
ま
す
。

≪
広
島
エ
リ
ア
≫

　

㈱
オ
リ
エ
ン
タ
ル
本
社

　
　

電
話
０
８
２
―
５
１
１

―
３
３
５
７

　
　
〈
担
当
：	

鍵
岡
、中
津
、

花
本
〉

≪
福
山
エ
リ
ア
≫

　

	

㈱
オ
リ
エ
ン
タ
ル
福
山
支

店

　
　

電
話
０
８
４
―
９
７
３

―
８
４
５
７

〈
担
当
：
井
上
、
伊
豆
田
〉

災
害
補
償
制
度
』
を
お
す
す

め
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
組
合
員
の
補

償
の
み
な
ら
ず
、
従
業
員
・

下
請
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー

ト
に
対
す
る
補
償
・
福
利
厚

生
の
充
実
の
一
環
と
し
て
、

こ
の
制
度
は
お
役
に
立
て
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

大
切
な
従
業
員
が
安
心
し

て
業
務
に
従
事
で
き
る
よ
う

に
手
当
す
る
こ
と
は
、
人
材

の
安
定
確
保
、
福
利
厚
生
の

充
実
と
い
う
面
か
ら
も
、
企

業
経
営
の
一
環
と
し
て
き
わ

め
て
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保
険
会
社
広

島
支
店
推
進
担
当
代
理
店
が

お
伺
い
し
ま
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

本
制
度
は
、
年
々
高
ま
る
企
業
責
任
へ
の
厳
し
い
追
及
の

中
で
、
会
員
の
業
務
遂
行
に
関
わ
る
企
業
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
に
非
常
に
有
利
な
内
容
で
す
。

　

特
に
、
会
員
個
別
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
プ
ラ
ン
と
し

て
、「
保
障
重
視
の
タ
イ
プ
」「
掛
金
重
視
の
タ
イ
プ
」
で
独

自
の
内
容
で
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。ク

（
工
事
引
渡
し
後
の
第

三
者
に
対
す
る
賠
償
）

※	

純
粋
財
物
使
用
不
能
リ
ス

ク
（
財
物
損
壊
を
伴
わ
な

い
使
用
不
能
の
補
償
）

※	

人
格
権
侵
害
・
宣
伝
障
害

リ
ス
ク
（
第
三
者
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
・
名
誉
毀
損
に

対
す
る
賠
償
）

※	

工
事
遅
延
損
害
リ
ス
ク

（
事
故
に
よ
る
発
注
者
に

対
す
る
工
事
遅
延
の
賠

償
）

③	

『
日
装
連
専
用
賠
償
補
償

制
度
』「
内
装
工
事
総
合

プ
ラ
ン
」
と
も
、
基
本
契

約
と
オ
プ
シ
ョ
ン
特
約
契

約
が
含
ま
れ
、
充
実
し
た

補
償
と
な
り
ま
す
。

※	

作
業
対
象
物
損
壊
担
保
特

約
※
受
託
物
損
害
担
保
特
約

※	

重
複
保
険
規
定
不
適
用
特

約
※	

リ
ー
ス
・
レ
ン
タ
ル
建
設

用
工
作
車
特
約

※	

使
用
者
賠
償
責
任
保
険
特

約
※	

個
人
情
報
漏
洩
危
険
担
保

特
約

※	

仕
事
の
目
的
物
の
損
壊
担

保
特
約

④	

年
間
包
括
契
約
で
す
の

で
、
付
保
漏
れ
工
事
が
あ

≪
本
制
度
の
内
容
と
特
徴
≫

①	

建
物
の
内
・
外
装
工
事
の

施
工
中
の
不
測
・
突
発
的

な
事
故
に
よ
り
工
事
の
目

的
物
へ
の
損
害
が
発
生
し

た
場
合
、
そ
の
復
旧
費
を

補
償
し
ま
す
。

②	

工
事
業
務
遂
行
に
関
わ
る

賠
償
リ
ス
ク
を
総
合
的
に

補
償
し
ま
す
。

※	

業
務
遂
行
・
施
設
リ
ス
ク

（
工
事
中
の
第
三
者
に
対

す
る
賠
償
）

※	

生
産
物
・
完
成
作
業
リ
ス

　

シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し

て
お
り
ま
す
「
建
設
雇

用
改
善
推
進
事
業
」
の

『
労
働
契
約
法
』
は
今

季
休
み
ま
す
。

お
断
り
！！

お
知
ら
せ
！

　

10
月
23
日
～
25
日
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
東
1
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、JA

P
A
N
T
E
X
2013

が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
「
ご
招
待
券
」
が
組
合
事
務
局
に
あ
り
ま
す
の
で
、

必
要
枚
数
を
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
お
送
り
し
ま
す
。



日
装
連
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会

　
　
　
　
　事
務
局
長
会
議
を
開
催

日
装
連
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会

　
　
　
　
　事
務
局
長
会
議
を
開
催
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ブ
ロ
ッ
ク
会
の
会
議
は
初

日
午
後
2
時
に
開
会
し
、
若

山
会
長
（
広
島
県
組
合
理
事

長
）
の
開
会
挨
拶
の
後
、
会

議
へ
の
初
出
席
者
の
方
々
を

紹
介
し
、
若
山
会
長
を
議
長

と
し
協
議
に
入
っ
た
。

　

協
議
事
項
1
で
は
、「
日

装
連
各
委
員
会
の
活
動
報
告

に
つ
い
て
」
日
装
連
で
委
員

会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
委
員

か
ら
報
告
さ
れ
、
活
動
報
告

後
に
３
点
の
意
見
が
あ
り
協

議
し
た
。

　

日
装
連
新
聞
に
記
事
の
投

稿
依
頼
が
来
て
メ
ー
ル
発
信

す
る
が
、
あ
り
が
と
う
の
言

葉
も
な
い
。

　
「
一
言
の
お
礼
は
言
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
の
意
見
が

あ
り
、
若
山
会
長
よ
り
ア
イ

ク
の
担
当
者
に
こ
の
こ
と
を

伝
え
て
も
ら
い
、
今
後
改
善

し
て
貰
う
こ
と
と
し
た
。

　

１
年
に
１
回
も
開
催
さ
れ

な
い
委
員
会
が
あ
る
。

　

日
装
連
が
常
態
化
し
て
い

る
の
は
問
題
で
あ
る
。

　

理
事
会
も
形
式
的
な
会
合

に
な
っ
て
い
る
。

　

日
装
連
の
平
成
24
年
度
の

決
算
報
告
で
、
予
算
の
執
行

に
関
し
て
の
質
問
が
あ
り
、

日
装
連
へ
代
表
で
出
ら
れ
た

ら
質
疑
を
し
て
報
告
を
し
て

貰
い
た
い
と
の
要
望
が
出
さ

れ
た
。

　

協
議
事
項
2
で
は
、「
日

装
連
改
革
に
伴
う
総
務
委
員

会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会

議
報
告
」
で
担
当
委
員
か
ら

の
報
告
を
受
け
議
論
が
白
熱

し
た
。

　

協
議
事
項
3
で
は
、「
日

装
連
へ
の
質
問
・
要
望
事
項

に
つ
い
て
」
事
前
に
日
装
連

へ
連
絡
し
て
お
り
、
今
回
は

日
装
連
か
ら
出
席
が
な
か
っ

た
の
で
事
務
局
か
ら
日
装
連

か
ら
の
回
答
を
報
告
し
た
。

　

協
議
事
項
4
、
各
組
合
の

「
事
業
の
取
組
」
≪
意
見
交

換
≫
に
つ
い
て
は
、
各
組
合

が
「
事
業
の
取
組
」
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
、
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

協
議
事
項
5
で
は
、「
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
会
の
決
算
報
告

に
つ
い
て
」
平
成
24
年
度
ブ

ロ
ッ
ク
会
の
収
支
決
算
を
事

務
局
か
ら
説
明
し
、
古
野
監

事
か
ら
監
査
報
告
が
あ
り
承

認
さ
れ
た
。

　

協
議
事
項
6
で
は
、

「
２
０
１
４
年
春
季
ブ
ロ
ッ

ク
会
の
開
催
に
つ
い
て
」
開

催
月
日
；
平
成
26
年
3
月
7

日
（
金
）、
開
催
場
所
；
岡

山
市
で
開
催
す
る
こ
と
を
決

定
し
、
内
容
は
事
前
に
各
組

合
か
ら
議
題
を
提
案
す
る
こ

と
と
し
た
。

　

初
日
の
会
議
は
午
後
5
時

30
分
に
終
了
し
、
引
き
続
い

て
、
午
後
6
時
か
ら
懇
親
会

が
行
わ
れ
た
。

　

2
日
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

は
役
員
の
み
の
会
議
と
な
り

9
時
に
再
開
し
、
最
初
に

メ
ー
カ
ー
と
の
懇
談
会
を
実

施
し
た
。

　

メ
ー
カ
ー
と
の
懇
談
会
で

は
提
案
県
で
あ
る
鳥
取
県
が

司
会
・
進
行
し
、
メ
ー
カ
ー

の
商
品
説
明
と
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

メ
ー
カ
ー
出
席
者
は
、
㈱

サ
ン
ゲ
ツ
岡
山
店
作
本
課

長
、
リ
リ
カ
ラ
㈱
広
島
支
店

西
田
支
店
長
、
東
リ
㈱
岡
山

営
業
所
中
野
所
長
・
加
藤
所

員
で
あ
っ
た
。

　

協
議
事
項
8
で
は
、「
今

後
、
公
共
事
業
、
民
間
工
事

で
の
適
正
請
負
に
関
し
て
、

当
業
界
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
提
案
者
か
ら
の
提
案
説

明
後
、意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

協
議
事
項
9
で
は
、「
元

下
間
の
適
正
取
引
に
つ
い

て
」
提
案
者
か
ら
の
説
明

後
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

協
議
事
項
10
で
は
、「
ブ

ロ
ッ
ク
会
運
営
の
あ
り
方
に

つ
い
て
」
来
春
の
ブ
ロ
ッ
ク

会
の
運
営
も
含
め
て
、
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
会
の
会
議
は
12

時
に
全
て
を
終
了
し
、
高
田

副
会
長
（
岡
山
県
組
合
理
事

長
）
が
閉
会
の
挨
拶
を
さ
れ

閉
会
し
た
。

　

日
装
連
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
で
は
、
9
月
6
日
・
7
日
に
倉
吉
市
の
倉
吉
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
で
秋
季
定
例
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
会
に
は
、
各
組
合
か
ら
理
事
長
、
副
理
事
長
、
専
務
理
事
、
事
務
局
長
が
出
席
し
、
今
回
は
日
装
連
か
ら
出
席

が
な
く
総
勢
23
名
と
な
っ
た
。

　

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
事
務
局
長
会
議
は
、
9
月
7
日
に
倉
吉
市
の
倉
吉
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
た
。

　

事
務
局
長
会
議
に
は
日
装
連
か
ら
の
出
席
が
な
か
っ
た
の
で
5
名
で
行
っ
た
。

　

事
務
局
長
会
議
は
午
前
9

時
に
開
会
し
、
米
山
事
務
局

長
（
広
島
県
組
合
事
務
局

長
）
の
開
会
挨
拶
の
後
、
米

山
事
務
局
長
を
議
長
に
協
議

を
す
す
め
た
。

　

協
議
事
項
1
で
は
、
組
合

員
へ
の
情
報
発
信
に
つ
い

て
、
各
組
合
の
実
態
を
説
明

し
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

現
状
で
は
各
組
合
と
も

メ
ー
ル
一
斉
送
信
は
難
し
い

が
、
今
後
は
メ
ー
ル
を
見
て

も
ら
え
る
仕
組
み
（
ル
ー

ル
）
づ
く
り
と
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
対

応
で
の
確
実
な
情
報
発
信
で

対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し

た
。

　

協
議
事
項
2
で
は
、
組
合

員
へ
の
情
報
提
示
内
容
に
つ

い
て
、
各
組
合
か
ら
情
報
提

示
の
内
容
を
説
明
し
て
貰
い

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

情
報
提
示
に
つ
い
て
は
、

各
組
合
と
も
中
央
会
、
職
能

協
会
、
各
講
習
会
等
の
業
務

情
報
は
提
示
し
て
い
る
が
、

な
か
な
か
営
業
上
プ
ラ
ス
に

な
る
情
報
提
示
ま
で
は
で
き

て
い
な
い
。

　

情
報
に
つ
い
て
は
、
日
装

連
か
ら
の
情
報
が
全
く
な

く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
事
務

局
と
し
て
求
め
て
い
る
情
報

は
少
な
い
。

　

今
後
、
日
装
連
の
情
報
提

示
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

協
議
事
項
3
で
は
、
各
県

の
講
習
会
等
の
取
組
み
に
つ

い
て
、
各
組
合
の
取
組
み
に

つ
い
て
説
明
し
て
貰
い
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

今
後
、
メ
ー
カ
ー
協
賛
の

講
習
会
、
技
術
講
習
会
、

iP
ad

の
取
組
み
に
つ
い
て

は
実
施
し
て
い
き
た
い
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

協
議
事
項
4
で
は
、
事
務

局
で
共
有
で
き
る
情
報
の
共

有
化
に
つ
い
て
、
各
組
合
の

情
報
分
析
、
活
用
の
現
状
を

聞
き
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

各
組
合
で
参
考
と
な
る
情

報
に
つ
い
て
は
、
各
組
合
へ

連
絡
し
て
共
有
化
を
は
か
っ

て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

協
議
事
項
5
で
は
、
各
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活
用
状
況

に
つ
い
て
、
各
組
合
の
現
状

を
聞
い
て
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

　

各
組
合
と
も
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
つ
い
て
は
、
時
間
が
取

れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、

更
新
も
な
か
な
か
出
来
て
い

な
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活
用
に
つ

い
て
は
、
組
合
員
で
特
徴
を

持
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
人
の

紹
介
等
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
の
せ
た
ら
い
い
と
思
う

と
の
意
見
も
出
た
。

　

今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

有
効
活
用
例
が
あ
れ
ば
、
情

報
を
共
有
し
て
い
く
事
の
確

認
を
し
た
。

　

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
事
務
局

長
会
議
は
12
時
00
分
に
閉
会

し
た
。



青
年
部
会
活
動

青
年
部
会
親
睦
納
涼
会
開
催
報
告

親
睦
納
涼
会
事
業
担
当　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈱
建
装　

古　

川　

健　

二　

業
界
Ｐ
Ｒ
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
島
キ
ッ
ズ
シ
テ
ィ
２
０
１
３
参
加
報
告

キ
ッ
ズ
シ
テ
ィ
事
業
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ン
コ
ー
広
島
㈱　

林　
　
　

孝　

美　
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こ
の
度
、
青
年
部
会
で
は

業
界
Ｐ
Ｒ
事
業
と
し
て
、
8

月
3
・
4
日
に
、
広
島
市
西

区
商
工
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
、
ひ
ろ
し
ま
キ
ッ
ズ
シ

テ
ィ
２
０
１
３
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

キ
ッ
ズ
シ
テ
ィ
と
は
、
小

学
1
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で

の
子
供
達
が
擬
似
社
会
体
験

を
す
る
場
で
、
銀
行
、
店
舗

経
営
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
警

察
、
な
ど
大
人
と
同
じ
こ
と

を
体
験
し
ま
す
。
し
か
も
、

子
供
達
が
「
自
ら
考
え
行
動

し
体
験
す
る
こ
と
」
を
大
き

な
テ
ー
マ
に
な
る
べ
く
大
人

は
手
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

青
年
部
会
で
は
、
広
島
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
、
上
記
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
守
り
つ
つ
、
な

お
か
つ
室
内
装
飾
と
い
う
仕

事
を
い
か
に
体
験
し
て
も
ら

う
か
？
と
い
う
企
画
を
考
え

る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。

　

我
々
に
与
え
ら
れ
た
テ
ー

マ
は
「
お
仕
事
体
験
」
で
、

お
客
様
と
し
て
の
、
子
供
達

に
接
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
室
内
装
飾
の
仕
事
と
し

て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
実

際
の
施
工
を
如
何
に
体
験
し

て
も
ら
う
か
を
考
え
て
、
今

回
は
、
壁
紙
を
は
さ
み
で
切

り
抜
き
、
色
画
用
紙
に
貼
っ

て
も
ら
い
、
そ
れ
を
フ
ォ
ト

フ
レ
ー
ム
に
入
れ
た
も
の
を

商
品
と
し
て
も
っ
て
帰
っ
て

い
た
だ
く
、
と
い
う
企
画
を

立
て
ま
し
た
。

　

切
り
抜
く
壁
紙
は
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
壁
紙
の
「
ワ
ン

ピ
ー
ス
壁
紙
」
を
選
ん
で
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ご
と
に
は
さ

み
で
切
り
抜
い
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
れ
を
子
供
達
が
用

意
さ
れ
た
8
色
の
色
画
用
紙

の
中
か
ら
選
ん
だ
台
紙
に
、

ク
ロ
ス
糊
を
実
際
に
ロ
ー

ラ
ー
を
用
い
て
塗
っ
て
も
ら

い
、
貼
り
付
け
て
も
ら
い
ま

す
。

　

ま
た
、
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム

も
各
色
用
意
し
、
子
供
達
に

カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

自
ら
選
ぶ
と
い
う
体
験
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
当
日
、
真
夏
に
ふ

さ
わ
し
い
蒸
し
暑
さ
、
ま
た

我
々
の
「
か
べ
が
み
や
さ

ん
」
ブ
ー
ス
は
屋
外
と
い
う

こ
と
で
、お
客
様（
子
供
達
）

は
、
来
て
く
れ
る
の
か
？
仕

事
体
験
に
興
味
を
持
っ
て
く

れ
る
の
か
？
と
て
も
不
安
な

ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
選
ん

だ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
人
気
も
あ

い
ま
っ
て
、
2
日
間
合
計
で

の
べ
１
５
０
名
近
く
の
お
客

様
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
な
か
な

か
選
べ
な
い
子
、
は
さ
み
で

切
る
と
き
す
ご
く
慎
重
な

子
、
ま
た
反
対
に
と
っ
て
も

大
雑
把
な
子
な
ど
、
子
供
ら

し
い
か
わ
い
さ
が
と
て
も
よ

か
っ
た
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
こ
は
子
供
達

が
大
人
社
会
の
疑
似
体
験
を

す
る
「
キ
ッ
ズ
シ
テ
ィ
」

で
す
。「
か
べ
が
み
や
さ

ん
」
の
お
仕
事
体
験
料
金
は

「
３
０
０
じ
ゃ
け
ん
」（
キ
ッ

ズ
シ
テ
ィ
内
の
通
貨
単
位
）

な
の
で
す
が
、
子
供
達
も
ア

ル
バ
イ
ト
や
店
長
と
し
て
働

か
な
い
と
、「
じ
ゃ
け
ん
」

を
持
つ
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
他
の
仕
事
体
験
や
、
食

べ
物
な
ど
と
比
較
し
て
迷
う

子
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
欲
し
さ

に
、
我
々
に
値
段
交
渉
し
て

く
る
子
、お
金（
じ
ゃ
け
ん
）

が
な
い
の
で
、「
ア
ル
バ
イ

ト
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
来
る

よ
ー
」
と
働
き
に
行
く
子
、

バ
イ
ト
先
の
商
品
を
我
々
に

売
り
に
来
て
、「
あ
と
で
来

る
か
ら
ね
」
と
い
う
子
な

ど
、
い
っ
ぱ
し
の
大
人
の
感

覚
で
我
々
の
ブ
ー
ス
を
行
き

来
す
る
子
供
達
が
と
っ
て
も

目
を
輝
か
せ
て
い
た
の
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

実
際
に
ブ
ー
ス
に
来
て
か

ら
は
、
ク
ロ
ス
を
切
っ
た

り
、
糊
を
つ
け
た
り
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
考
え
た
り

と
、
と
て
も
生
き
生
き
と
子

供
達
は
、
お
仕
事
を
体
験
し

ま
し
た
。
ま
た
、
壁
に
貼
っ

て
あ
る
も
の
が
、
こ
れ
と
同

じ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
伝
え
る
と「
え
ー
？
」と
、

知
ら
な
か
っ
た
子
が
多
く
、

我
々
の
仕
事
に
興
味
を
も
っ

て
も
ら
っ
た
の
で
は
な
い
か

な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

企
画
、
準
備
か
ら
、
ま
た

当
日
は
炎
天
下
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
青
年
部
会
の
皆
様
に

は
、
元
気
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
子
供
達
が
相

手
で
あ
っ
た
た
め
、「
壁
紙

と
は
」
か
ら
説
明
し
て
い
く

機
会
が
与
え
ら
れ
た
こ
と

は
、
我
々
の
仕
事
を
見
つ
め

な
お
す
よ
い
機
会
に
も
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
我
が
青
年
部
会

が
創
立
10
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
い
っ
そ
う
の
メ
ン

バ
ー
の
親
睦
を
深
め
る
と
と

も
に
、
新
入
会
員
の
拡
大
を

図
る
た
め
に
納
涼
会
を
8
月

23
日
に
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム

に
て
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く

の
雨
模
様
で
し
た
が
、
メ
ン

バ
ー
は
も
と
よ
り
新
規
入
会

候
補
者
を
は
じ
め
賛
助
会
員

さ
ん
か
ら
も
出
席
を
い
た
だ

き
40
名
も
の
多
く
の
皆
様
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

試
合
は
我
々
の
大
き
な
声

援
が
功
を
奏
し
、
ヤ
ク
ル
ト

の
バ
レ
ン
テ
ィ
ン
選
手
の
3

試
合
連
続
本
塁
打
も
あ
り
ま

し
た
が
、
菊
池
選
手
、
丸
選

手
の
連
続
適
時
二
塁
打
と
梵

選
手
の
３
ラ
ン
で
５
点
を
先

制
し
、
６
対
２
の
ス
コ
ア
で

野
村
投
手
が
８
勝
目
を
挙
げ

ま
し
た
。
試
合
の
途
中
に
は

フ
ァ
ー
ル
ボ
ー
ル
を
選
手
か

ら
投
げ
込
ん
で
も
ら
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
取
り
損
ね

て
再
び
グ
ラ
ン
ド
に
落
と
し

て
し
ま
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
起

こ
す
歴
代
部
会
長
も
お
り
ま

し
た
が
、
も
し
か
す
る
と
こ

こ
か
ら
カ
ー
プ
初
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
進
出
が

決
ま
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ

の
場
面
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選

手
が
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
果

た
す
こ
と
に
よ
っ
て
良
い
結

果
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
た

試
合
の
一
つ
で
し
た
。

　

11
月
に
は
青
年
部
会
創
立

10
周
年
の
記
念
式
典
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
メ
ン
バ
ー

お
知
ら
せ
！

　

青
年
部
会
は
秋
の
事
業
を
次
の
と
お
り
進
め
て
い
き

ま
す
。

＊
10
月
12
日	　

福
山
特
別
支
援
学
校
に
て
；
ク
ロ
ス
施

工
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
実
施

＊
10
月
26
～	

27
日　

福
山
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
に
て
；
エ

コ
事
業
じ
ば
さ
ん
フ
ェ
ア
”
に
参
加
｛
内

装
材
の
バ
ザ
ー
販
売
を
予
定
｝

＊
11
月
16
日	　

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
に
て
；

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部
役
員
意
見
交
換
会

を
開
催

＊
11
月
16
日	　

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
に
て
；

創
立
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催

一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
仕

事
を
把
握
し
、
確
実
に
準
備

を
積
み
重
ね
て
ご
出
席
い
た

だ
け
る
皆
様
を
し
っ
か
り
お

出
迎
え
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
懇
親
会

の
席
で
は
広
島
が
盛
り
上
が

る
た
め
に
も
、
カ
ー
プ
が
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
を

制
し
、
日
本
シ
リ
ー
ズ
の
話

題
が
で
き
ま
す
こ
と
を
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
開
催
に
あ
た
り
事

務
局
の
皆
様
を
は
じ
め
多
く

の
メ
ン
バ
ー
に
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。


